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「水素利用／燃料電池」材料技術基礎研究の俯瞰「水素利用／燃料電池」材料技術基礎研究の俯瞰「水素利用／燃料電池」材料技術基礎研究の俯瞰

ナノ構造化燃料
電池材料研究

【文】 １億円（２億円）

水素貯蔵材料先端基盤
研究【経】

7.6億円（新規）

水素先端科学基礎研究
【経】

17億円（17億円）

固体酸化物形燃料電池システム

技術開発【経】
15億円（27億円）

固体高分子形燃料電池実用化戦
略的技術開発【経】

51億円（58億円）

元素戦略【文】

２１億円の内数

水素安全利用等基盤技術開発【経】

23億円（29億円）

バックtoベーシック
による研究推進
（エネ分野）

シーズ提案型
による研究推進
（ナノ・材料分野）

異分野異業種融合
ナノテクチャレンジ
/ナノテクチャレンジ

【経】
40億円（新規・継続）

ロボット関連部材、情報家電関連部材等
とともに燃料電池部材も１つの柱とした
課題公募型研究

NIMS

産総研

九大・産総研

連携群対象プロジェクト

シーズ多産型の基礎的・基盤的研究領域 ニーズ重視

次世代型燃料電池プ
ロジェクト

【文】 ２億円（２億円）

燃料電池先端科学研究
【経】

10億円（12億円）

山梨大

産総研

定置用FC
大規模実証試験

基礎から応用への研究開発の流れ

FCV、水素ステーション
実証試験

水素利用／燃料電池材料
の課題を解決するために
長期的視点で継続的な
研究支援が必要

創造的研究からニーズプル型研究ま
でつなぐ効率的なファンディングシス
テムや情報共有の仕組みの必要性

J-PARC、SPring-8等の大型放射光施設
NIMS、産総研、大学等の先端的分析・計測機器
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